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『言葉の院外処方箋』 
                新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

第 33 回『「立場を超えて集う「交流」の場」 

  〜 「医療者の人材育成」 〜』 

 

明日（2020 年 11 月 30 日）、武蔵野大学看護学部（東京都江東区有明）の「病

理学」の授業（教科書：『カラーで学べる病理学』第 5版）に赴く（132 名 履

修者）。 講義内容は、『病理学の領域』、『細胞・組織とその障害』、『再生

と修復』、そして、『腫瘍』を担当とのことである。 筆者にとっても、『風貌

を診て、心まで診る：病理学の原点回帰』の新鮮な学びである。『哲学（理念）』

と『大局観』と『行動力』を持つ『医療者の人材育成の３か条』を痛感する日々

でもある。 

 

週末（2020年12月5日）は第4回『日本地域医療連携システム学会』（テーマ『コ

ロナ禍における地域医療を考える』）で、岡山大学に於いて）である。 筆者は、

講演{『医療者の人材育成』〜立場を超えて集う「交流」の場〜}を依頼された

（画像）。お2人の先生の講演内容（添付）は、極めてタイムリーで、貴重な学

び時となろう。 まさに、コロナ時代、『立場を超えて集う「交流」の場』の

存在意義は大きいであろう！  

  



 

    画像 1 
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